
A-2 国語科年間指導計画　（H１６・１７年度　高学年）

学年

学期

月

単
元
名

心の
通い
合い
を読
み取
ろう

本に
親し
み、
自分
と対
話し
よう

文章
を読
んで、
自分
の考
えを
持とう

教
材
名

写
真
を
見
て

新
し
い
友
達

「
読
む

」
と
い
う
こ
と

こ
ん
な
こ
と
し
た
い
な

海
に
ね
む
る
未
来

仮
名
づ
か
い
の
決
ま
り

言
葉
の
研
究
レ
ポ
ー

ト

漢
字
の
成
り
立
ち

わ
た
し
た
ち
は

、
こ
う
考
え
る

プ
ラ
ム
ク
リ
ー

ク
の
土
手
で

宇
宙
を
み
た
よ

本
と
出
会
お
う

読
書
発
表
会
を
開
こ
う

わ
た
し
た
ち
の
学
校
生
活

「
書
く

」
と
い
う
こ
と

わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様

一
秒
が
一
年
を
こ
わ
す

ホ
タ
ル
の
す
む
水
辺

「
こ
ど
も
環
境
会
議

」
を
開
こ
う

よ
り
確
か
な
情
報
を

ニ

ュ
ー

ス
を
伝
え
る

伝
え
方
を
工
夫
し
て
発
信
し
よ
う

同
じ
音
の
漢
字

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
　
１
０
月
へ

月
夜
の
み
み
ず
く

カ
レ
ー

ラ
イ
ス

生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
ろ
う

よ
り
よ
い
文
章
に

森
へ

本
は
友
達

み
ん
な
で
生
き
る
町

多
く
の
人
が
使
え
る
よ
う
に

今
も
昔
も

狂
言
　
柿
山
伏

や
ま
な
し
　

（
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

）

イ
ー

ハ
ト
ー

ヴ
の
夢

平
和
の
と
り
で
を
築
く

自
分
の
考
え
を
発
信
し
よ
う

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
と
学
習

わ
た
し
た
ち
の
言
葉
　
敬
語

言
葉
の
橋

海
の
命

内容 時数 5 3 1 2 3 5 1 5 2 10 2 5 4 5 2 1 10 1 7 2 5 2 5 1 2 5 2 6 2 2 12 4 1 7 2 6 2 4 2 2 6 4 8 2 2 2 2 2 2 6 4 2

ア ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

イ ○ ◎ ○ ◎

ウ ◎ ◎ ○ ◎ ○

ア ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

イ ◎ ◎ ◎

ウ ◎ ◎ ○ ◎ ○

エ ◎ ◎

オ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

ア ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

イ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

ウ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

エ ◎ ◎ ◎ ◎

オ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

イ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

エ ◎ ○ ○

オ ○ ○ ○ ○ ○

資料　　Ａ

６年生

１０月

後期前期

１１月 ２月 ３１月７月 ９月

言
葉っ
てお
もしろ
いな

カ
ン
ジ
ー

博
士
の
漢
字
ク
イ
ズ
大
会

学習
ことを
かして

筆者の考
えを受け
止め自分
の考えを
伝えよう

今

、
わ
た
し
は

、
ぼ
く
は

感
動
を
言
葉
に

同
じ
訓
を
も
つ
漢
字

言葉
の森

１０月

◎ ◎

表現
を味
わい、
豊か
に想
像しよ
う

熟
語
の
成
り
立
ち

覚
え
て
お
き
た
い
言
葉

共に
考え
るた
めに
伝え
よう

日
本
で
使
う
文
字

読書
の世
界を
深め
よう

船 り
ん
ご

続
け
て
み
よ
う

４月 ５月 ６月

学
級
討
論
会
を
し
よ
う

漢
字
の
形
と
音
・
意
味

短
歌
・
俳
句
の
世
界

暮
ら
し
の
中
の
言
葉

相手
や目
的に
合わ
せて
書こう

漢
字
の
広
場
　
五
年
生
で
習

っ
た
漢
字
①

あ
な
た
へ

熟
語
作
り

体験
したこ
とをわ
かり
やすく
伝え
よう

９月

調べたこ
とを整理
して書こ
う

６月 ７月

読書の楽しさ
を伝えよう

新しいわたし

４月

ふ
る
さ
と
・
海
雀
・
ガ
ラ
ス
窓
の
向
こ
う
で

目
標

（１）目的や意図に応じ、考えたことや
伝えたいことなどを的確に話すことや
相手の意図をつかみながら聞くことが
できるようにするとともに、計画的に話
し合おうとする態度を育てる。
（２）目的や意図に応じ、考えたことなど
を筋道を立てて文章にかくことができる
ようにするとともに、効果的に表現しよ
うとする態度を育てる。
（３）目的に応じ、内容や要旨を把握し
ながら読むことができるようにするとと
もに、読書を通して考えを広げたり深め
たりしようとする。

前期

依
頼
の
手
紙
・
お
礼
の
手
紙

形
に
注
目
・
読
み
方
に
注
目

筆者
の考
えをと
らえよ
う

５月

ア

ウ

カ

話
す
聞
く

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

方
言
と
共
通
語

読
む
人
の
こ
と
を
考
え
て

言
葉
の
使
い
分
け

１０月 １２月

言
葉
を
集
め
物
語
を
作
る

漢
字
の
読
み
方
と
使
い
方

１月

地球環境に
ついて考えよ
う

１１月

国
語
辞
典
を
使

っ
て

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

名
人
に
な
ろ
う

後期

6

５年生

6 14

伝え方を
選んで
ニュース
を発信し
よう

自分
で選
んで

２月 ３月

漢
語
と
和
語

考えたことや自分の意図がわかるように話の
組み立てを工夫しながら目的や場に応じた適
切な言葉遣いで話すこと

話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこ
と

自分の立場や意図をはっきりさせながら計画
的に話し合うこと

目的や意図に応じて自分の考えを効果的に
書くこと

登場人物の心情や場面についての描写など
優れた叙述を味わいながら読むこと

書かれている内容について事象と感想、意見
の関係を押さえ、自分の考えを明確にしなが
ら読むこと

全体を見通して書く必要のある事柄を整理す
ること

自分の考えを明確に表現するため文章全体
の組み立ての効果を考えること

事象や感想、意見などを区別するとともに目
的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い
たりすること

表現の効果などについて確かめたり工夫した
りすること

自分の考えを広げたり深めたりするために必
要な図書資料を選んで読むこと

目的や意図などに応じて文章の内容を的確
に抑えながら要旨をとらえること

ア　語句

イ　語句の構成・由来

ウ　辞書利用

エ　語感

ア　文語

ア　文の構成

ア　敬語

必要な情報を得るために効果的な読み方を
工夫すること

ア　漢字

イ　漢字の特質

ア　表記

漢
字
の
広
場
　
五
年
生
で
習

っ
た
漢
字
⑥

１２月

11 4 13

漢
字
の
広
場
　
五
年
生
で
習

っ
た
漢
字
⑤

2

漢
字
の
広
場
　
五
年
生
で
習

っ
た
漢
字
②

漢
字
の
広
場
　
五
年
生
で
習

っ
た
漢
字
③

漢
字
の
広
場
　
五
年
生
で
習

っ
た
漢
字
④

10

◎ ◎

133 9

◎

◎

◎

○

○

○

◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

◎

◎

◎

◎

○

○



○ ◎ ◎
カ

イ　共通語と方言



今

、
君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

生
き
る

○○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

３月

学習した
ことを生
かして

12




